
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 集計結果
分析（成果と課題）

及び　次年度の扱い（改善策等）
備考

１  ３年間を見通した進路指導体制を一層充実させ、早期から生徒に高い志を持たせて、一人一人の進路実現を図る。
進路指導課 【満足度指標（生徒）】 放課後補習は効果的であると思う生徒の割合が

各教科 Ａ　９０％以上である。　　　　Ｂ　８０％以上である。

３年学年会 Ｃ　７０％以上である。　　　　Ｄ　７０％未満である。

【満足度指標（生徒）】
担任との面談が自分の進路目標設定や進路実現に有効
であったと思う生徒の割合が

Ａ　９８％以上である。　　　　Ｂ　９５％以上である。

Ｃ　９０％以上である。　　　　Ｄ　９０％未満である。

進路指導課 【成果指標】 国公立大学合格者数が

３年学年会 Ａ　５０人以上である。　　　　Ｂ　４５人以上である。

教務課 Ｃ　４０人以上である。　　　　Ｄ　４０人未満である。

【成果指標】 金沢大学と難関大学の合格者数合計が

Ａ　１５人以上である。　　　　Ｂ　１０人以上である。

Ｃ　５人以上である。　　　　　Ｄ　５人未満である。

    

２  授業と家庭学習の相関を高め、学習内容の確実な定着を図るとともに、「主体的・対話的で深い学び」を実現するための研究と実践を進める。
教務課 【満足度指標（生徒）】

各教科

Ａ　９０％以上である。　　　　Ｂ　８０％以上である。

Ｃ　７０％以上である。　　　　Ｄ　７０％未満である。

教務課 【成果指標】 目標時間を達成している生徒の割合が

各学年会 Ａ　７０％以上である。　　　　Ｂ　６０％以上である。

各教科 Ｃ　５０％以上である。　　　　Ｄ　５０％未満である。

　　※ 目標時間

　　　　1年生120分、2年生120分、3年生220分

【満足度指標（生徒）】

Ａ　８０％以上である。　　　　Ｂ　７０％以上である。

Ｃ　６０％以上である。　　　　Ｄ　６０％未満である。

教務課 【満足度指標（生徒）】

各教科

Ａ　８０％以上である。　　　　Ｂ　７０％以上である。

Ｃ　６０％以上である。　　　　Ｄ　６０％未満である。

３   生徒一人一台端末や学習支援ツールの効果的な活用のための校内研修を充実させ、探究型学習をはじめとするあらゆる学習活動の進化に努める。
教務課 【成果指標】

各教科

Ａ　９０％以上である。　　　　Ｂ　８０％以上である。
Ｃ　７０％以上である。　　　　Ｄ　７０％未満である。

教務課 【満足度指標（生徒）】

各学年

Ａ　８０％以上である。　　  　Ｂ　７０％以上である。

Ｃ　６０％以上である。　　  　Ｄ　６０％未満である。

４  「文武不岐」の精神のもと、生徒個々の人格の陶冶を目指し、部活動や生徒会活動の活性化を図るとともに、地域との連携に努める。
【満足度指標（生徒）】

Ａ　８０％以上である。　　　　Ｂ　７０％以上である。

Ｃ　６０％以上である。　　　　Ｄ　６０％未満である。

【成果指標】

Ａ　２５回以上である。　　　　　Ｂ　２０回以上である。

Ｃ　１５回以上である。　　　　　Ｄ　１５回未満である。

生徒指導課 【成果指標】 地域や中学校と連携した活動ののべ回数が

Ａ　５０回以上である。　　　　　Ｂ　４０回以上である。

Ｃ　３０回以上である。　　　　　Ｄ　３０回未満である。

生徒指導課 【努力指標】 迅速かつ十分に連携しているとする教員の割合が

保健相談課 Ａ　９５％以上である。　　  　Ｂ　９０％以上である。

学年会 Ｃ　８０％以上である。　　  　Ｄ　８０％未満である。

５   これまでの教育活動の質を保ちつつ、業務の精選・効率化・平準化に努め、持続可能な働き方を進める。

【成果指標】
担当する分掌において、業務の見直しを具体的に図り、実
行した教員の割合が

Ａ　９０％以上である。　　  　Ｂ　８０％以上である。

Ｃ　７０％以上である。　　  　Ｄ　７０％未満である。

【満足度指標】
学校として多忙化改善のための取組が進んでいると感じ
ている教員の割合が

Ａ　６０％以上である。　　　　Ｂ　４０％以上である。

Ｃ　３０％以上である。　　　　Ｄ　３０％未満である。

【成果指標】
適切な計画を立て、かつ、おおむね実行できたと考える教
員の割合が

Ａ　９５％以上である。　　  　Ｂ　８５％以上である。

Ｃ　７５％以上である。　　  　Ｄ　７５％未満である。

具体的取り組み

① 放課後補習を効果的に行
うため、生徒に講座内容
を提示し、講座を選択させ
受講する形式をとる。

補習内容が合わない生徒には自習でき
る環境を与えている。これに関しては生
徒からも教員からも一定の評価が得られ
てはいるが、より効果的なものにしていく
ために、個々に応じた補習課題や添削課
題などを与えながら、自ら主体的に学習
に取り組む姿勢を育みたい。

放課後補習は効果的かの
問に「とても」「どちらかと
いえば」の割合が82.0%
（第2回学習実態調査)

令和５年度　学校経営計画に対する最終評価報告書

昨年度より３.4％の減少となったものの、高い水
準を維持している。生徒のニーズは多様化してお
り、「自学」する環境を提供しながら、生徒の学力
アップのために講座をできる限り細分化してき
た。次年度に向けて、生徒のニーズを踏まえた実
施形態を視野に入れていく必要もある。

昨年度
放課後補習は効果的かの
問に「とても」「どちらかと
いえば効果的」の割合が
85.4%
（第2回学習実態調査)

放課後補習は効果的で
あると思う生徒の割合

昨年度
名古屋大学１名
北海道大学１名
東北大学１名
金沢大学４名

金沢大学と難関大学の
合格者数

難関大：１０大,東外大,東
医歯大,お茶大,筑波大,
広島大,慶応大,早稲田
大

昨年度
ホーム担任との個人面談
について「参考になってい
る」「少し参考になってい
る」が
　1年　94.8%　　2年　96.1%
　3年　96.5%    平均
95.7%
（第2回学習実態調査）

担任との面談が自分の
進路目標設定や進路実
現に有効であったと思う
生徒の割合

③ 志望実現の意識を高め、
進路実績の向上を図る。

学校推薦型選抜、総合型選抜といった特
別選抜には教員全員で関わることができ
た。その一方で、教員の負担も増加し
た。より効果的に持続可能なものにして
いく対策を構築していきたい。
共通テストでは苦戦が見られ、目標を大
きく下回った。難関大学においては、一
定の結果は出せたと考えるが、中位層の
底上げが急務である。

国公立大学合格者数は３
５名（現役３５）であった。

特別選抜による国公立大学合格者数は、総合型
選抜５名、学校推薦型選抜１２名で前年度から２
名減の計１７名であった。高い志望の維持と、
個々の学力に応じた出願の決定を両立させるた
めに綿密な計画と面談が必要である。一般選抜
での合格者は前期１５名中期１名後期１名独自１
名計１８名であった。低学年からの学習習慣の定
着と集団形成によって共通テストでの高得点者を
増加させたい。

昨年度
国公立大学合格者数は３
９名（現役３９）であった。

国公立大学合格者数

② 個人面談を通して生徒理
解に努め、３年間を見通し
た進路指導を実践する。
ホーム副担任にも協力を
依頼する。

進路指導課
学年会

教員による生徒との個人面談は十分に
機能しており、生徒の評価も高い。学習
への意欲を高めながら、進路に関する幅
広い選択肢を提供していくことが大切で
ある。

ホーム担任との個人面談
について「参考になってい
る」「少し参考になってい
る」が
　1年　94.2%　　2年　94.7%
　3年　92.3%    平均
93.9%
（第2回学習実態調査）

昨年度より1・2・3学年とも若干ダウンしたが、概
ね良好と考えられる。より丁寧に話を聞くことがで
きるようホーム担任にゆとりと十分な面談時間を
確保したい。現在は担任だけでなく、他の教員と
の面談を行っている。生徒達に様々な角度からよ
い刺激を与え、早期から高い志を持たせることを
続けていきたい。

各教科

名古屋大学１名
神戸大学１名
広島大学１名
金沢大学２名

難関大学の合格者は名古屋大学１名、神戸大学
１名、広島大学１名で、いずれも現役生である。
金沢大学合格者は２名で昨年度から２名減となっ
た。難関クラブをきっかけに高い志望の生徒が切
磋琢磨できたため一定の成果に繋がった。次年
度は、特別選抜を視野に入れつつ一般選抜で合
格できる生徒を確保するため、生徒との面談だけ
でなく、教員間の情報共有もより計画的に実施し
たい。

学校関係者評価委員会評価 普通科の高校なので、進学実績も大切である。様々な進路志望の実現を図りながら、丁寧な指導をお願いしたい。

上記評価をうけた今後の改善策 面談・集会を通して、生徒一人ひとりの進路実現に向けて、個々の生徒の主体性を引き出す指導を進めていく。

① 中高交流研究授業､校内
公開授業など諸研究授業
の実践･参観及び研究協
議会や研修会を通じて､
教師の教科指導法等の
技能を高め､生徒の思考
力の向上に努める。

研究・公開授業の実施など各教科での
努力により比較的良好な結果が出てい
る。生徒の資質や適性を把握し、授業で
の工夫と改善を今後も地道に続けたい。

授業において、自ら深く考える機会があり、学習に対する
大きな刺激を得られたという生徒の割合が

国語　９１％　地公８８％
数学　９４％　理科９５％
保体　９１％　英語９４％
平均　９２％
（生徒による授業評価）

授業改善の取り組みにより全体的に高く評価され
ている。すべての教科で昨年度以上の結果と
なった。1人1台端末を効果的に活用した授業改
善が進んでいる。現在取り組みはじめた「生徒を
主語にする学校づくり」の視点から更に授業改善
を模索していきたい。

昨年度
国語　８６％　地公８５％
数学　９２％　理科９２％
保体　８７％　英語９１％
平均　８９％
（生徒による授業評価）

授業において自ら深く考
える機会があり、学習に
対する大きな刺激を得ら
れたという生徒の割合

家庭等で自主的に学習する時間が十分
とは言えない。各月に強化週間を設け、
全職員で生徒への声かけを行うなどの
取組を充実させていきたい。また、ICT
ツールを活用した効率的な調査方法の
確立を目指す。

１年　２８％
２年　４１％
３年　３０％
平均　３３％
（学習時間調査4～12月
平均）

全体としては昨年度と同様に低い値となった。考
査前や考査中には学習時間が多くなる一方で、
そうでないときの学習時間が極めて少ない状況
である。また、学習時間の多い生徒と少ない生徒
の二極化も進んでいる。日々の学習習慣確立の
ための方策が必要である。時間にとらわれず、学
びの方法や質の適切な評価の観点を検討してい
きたい。

昨年度
１年　３０％
２年　５０％
３年　１９％
平均　３３％
（学習時間調査4～12月
平均）

昨年度
１年７４％
２年７６％
平均　７５％
（第２回学習実態調査）

家庭での課題学習が効
果的であると捉えている
生徒の割合

③ 土曜補習（Sゼミ）を「進路
意識の高揚」と「基礎学力
の定着」の２本柱で展開
する。オンラインを活用す
る。

土曜補習の評価がＣからＢに上昇した。
単に授業の延長線にならないように、オ
ンラインでの配信や大学教授による多岐
にわたる分野での模擬授業など、様々な
工夫が評価を得たのではないか。今後も
進路を考えさせるような取り組みを継続
しながら、学習意欲や学力養成につなげ
たい。

土曜補習（Sゼミ）は学習意欲の喚起、基礎学力の養成に
効果があると考えている生徒の割合が

１年　６４％
２年　７０％
平均　６７％
（第２回学習実態調査）

特に１年生において昨年度よりも低い値となっ
た。昨年度から工夫された内容で実施されている
が、時期や学年に応じた対応がさらに必要だと思
われる。

昨年度
１年　７８％
２年　６８％
平均　７４％
（第２回学習実態調査）

② 家庭学習時間調査を通じ
て、生徒の学習状況を把
握するとともに、学年会と
連携して各種課題提出の
徹底を図ることにより、家
庭学習習慣の確立に努め
る。

土曜補習（Sゼミ）は学習
意欲の喚起、基礎学力
の養成に効果があると
考えている生徒の割合

1日平均の家庭学習時
間

部活動休養日の設定による時間的な余
裕に比して、学習時間が確保できていな
い。授業との相関を意識させながら、課
題学習に取り組む環境を整える必要が
ある。

課題学習が、授業での学習の際に効果的であると捉えて
いる生徒の割合が

１年７５％
２年７６％
平均　７６％
（第２回学習実態調査）

昨年度とほぼ同様の結果となった。学習時間調
査を併せて考えられる課題は、課題にはしっかり
と取り組めているが、自ら考えた主体的な学習に
はなっていないところである。

学校関係者評価委員会評価 １日平均の家庭学習目標時間を達成している生徒の割合が全体としては昨年度と同様に低い値となっており問題である。

上記評価をうけた今後の改善策 日々の学習習慣確立のための方策が必要である。時間にとらわれず、学びの方法や質の適切な評価の観点を検討していきたい。

① ＧＩＧＡスクール構想実現
推進委員会を中心とし
て、組織的・計画的に校
内研修を実施する。

全校生徒に配付された一人一台端末を
学習等に有効活用できるよう、校内研修
会を随時実施し、教員のICTを活用した
指導力の向上に努める必要がある。

一人一台端末を効果的に活用した学習・進路指導を通し
て、生徒の学習活動の質の向上につなげられていると考
える教員の割合

昨年度とほぼ同様に高い値となっている。今年度
の活用事例を整理分析し、来年度につなげてい
きたい。

昨年度
１年　９２％　２年　９５％
３年　９７％　平均　９６％学習支援ツールの活用

が、自らの学習や進路
選択においてとても役立
つと考えている生徒の
割合

学校関係者評価委員会評価 ICT機器が全員配付されているので、それを十分に活かした指導を行って欲しい。

上記評価をうけた今後の改善策 学習支援アプリや精度の高い採点システムの運用に取り組むなど、今後もICT活用の研究と実践を行う。

「できる」　４１％
「だいだいできる」　４４％
（１２月学校自己評価）

今年度は、小グループでの研修や職員会議の中
での研修などを取り入れ、先生方の要望に応じた
研修を実施することができた。この分野は進化が
著しいので、来年度も随時実施していきたい。

昨年度
「できる」　５２％
「だいだいできる」　３８％
（１２月学校自己評価）

一人一台端末を効果的
に活用した学習・進路指
導を通して、生徒の学習
活動の質の向上につな
げられていると考える教
員の割合

② 教科の学習をはじめとす
る諸活動において、適切
と考えられる場面を捉え、
ＩＣＴの活用を図る。

生徒がChromebook、Classi、ロイロノート
などの新たな学習支援ツールを積極的
かつ効果的に活用し、個別最適化された
学習活動が行えるようにしていく必要が
ある。

学習支援ツールの活用が、自らの学習や進路選択におい
てとても役立つと考えている生徒の割合が

１年　９４％　２年　９３％
３年　９５％　平均　９４％

「与えている」、「どちらか
といえば与えている」の割
合は７０．４％

「与えている」、「どちらかといえば与えている」は
７０．４％である。主体的な部活動を実現し、部活
動と学習活動が互いに相乗効果が高まるように
取り組んでいきたい。

新規

部活動が、学習活動に
よい影響を与えていると
考える生徒の割合

② 運動部・文化部ともに成
果をあげ、それによってよ
り一層の競技力と意識の
向上を目指す。

生徒指導課 総体・総文に参加している部活動数は多
いが上位進出の部活動が少なく総合順
位も低い。

総体総文・新人大会での入賞、またはベスト８に入った回
数の合計が

① 部活動の内容を充実さ
せ、活性化を図り、「文武
不岐」を目指す。

生徒指導課 部活動の加入率は高いが、真の「文武不
岐」の実践には、部活動の満足度をさら
に高める工夫が必要である。

部活動が、学習活動によい影響を与えていると考える生
徒の割合が

各種大会の入賞者数は
４５回

各種大会の入賞の数は４５回でありＡ評価とな
る。今後は上位大会への出場者を増やすことと
入賞者を出すことを目標としたい。

新規

県総体総文・新人大会
での入賞、またはベスト
８に入った回数

③ 部活動が地域や中学校と
の連携を図り、地域に愛
される学校づくりを目指
す。

地域のボランティア活動や中学校との合
同練習を行っている部活動が増えてきて
いる。さらに地域や中学校との交流を行
い、地域から愛される学校を目指したい。

１３の部活動でのべ６９回
である。

地域や小中学生を対象に内容の濃い交流ができ
た。生徒募集にも関わることであり、来年度以降
はさらに多くの部活動が交流できるよう促してい
きたい。

昨年度
２０の部活動でのべ５３回
である。地域や中学校と連携し

た活動ののべ回数が

④ いじめのない学校づくりを
目指し、共通理解に基づ
いて、全職員がいじめの
早期発見・早期解決に向
けて連携する。

いじめの問題への基本姿勢を随時確認
し、日常の指導に加え、アンケートや個
人面談を通して積極的に情報収集と指
導を行っている。

「課題のある生徒への対
処で、学年会や教育相
談、生徒指導等が十分連
携している」と回答した割
合が　９7％
　　（12月教員アンケート）

「あてはまる」、「ややあてはまる」の合計が97％
で、昨年度１２月の90％から7ポイント増加した。
様々な課題を抱える生徒が多数在籍しており、今
後も多くなることが予想される。組織的に対応が
できるようさらに職員間の連携を強めたい。

昨年度
「課題のある生徒への対
処で、学年会や教育相
談、生徒指導等が十分連
携している」と回答した割
合が　９０％
　　（12月教員アンケート）

課題のある生徒への対
処で、学年会や教育相
談、生徒指導などが迅
速かつ十分に連携して
いるとする教員の割合

学校関係者評価委員会評価 部活動が、学習活動によい影響を与えていると考える生徒の割合がもう少し大きくならないか。

上記評価をうけた今後の改善策 主体的な部活動を実現し、部活動と学習活動が互いに相乗効果が高まるように取り組んでいきたい。

① 学校全体や担当する分掌
において、業務の精選・効
率化に取り組む。

全員 個人で担当する業務に関しては、工夫し
て精選や効率化を実行することができて
いるが、コロナ対応の変化に伴い、学校
全体として業務の再構築を図りながら多
忙化の改善につなげる必要がある。

「分掌で業務の精選や効
率化の取組をしている」と
回答した割合が　９７％
　　（１２月教員アンケー
ト）

「あてはまる」、「ややあてはまる」の合計が97％
であった。一昨年度12月は82％、昨年度12月は
97％で昨年並みではあるが、各課や学年におい
て常に効率化を意識して、業務に取り組んでいる
と考えられる。次年度以降も継続していきたい。

昨年度
「分掌で業務の精選や効
率化の取組をしている」と
回答した割合が　９７％
　　（１２月教員アンケー
ト）

担当する分掌において、
業務の見直しを具体的
に図り、実行した教員の
割合

「学校全体として多忙化改
善の取組が進んでいると
思う」と回答した割合が５
７％
　　（１２月教員アンケー
ト）

「あてはまる」、「ややあてはまる」の合計が57％
であった。昨年度12月は31%、今年度７月が37％
であったことを踏まえると、改善に向けた取組み
少しずつではあるが進んでいると考えられる。今
後も多忙か改善を更に推し進めていきたい。

昨年度
「学校全体として多忙化改
善の取組が進んでいると
思う」と回答した割合が３
１％
　　（１２月教員アンケー
ト）

学校として多忙化改善
のための取組が進んで
いると感じている教員の
割合

「あてはまる」、「ややあてはまる」の合計は昨年
度並みであった。コロナウイルス感染症の５類移
行に伴い、様々な教育活動の見直しの中、部活
動運営は比較的順調に対応できたと考えられ
る。

昨年度
「部活動の運営において
適切な計画を立て実行し
ている」と回答した割合が
９０％
　　（１２月教員アンケー
ト）

適切な部活動計画を立
て、かつ、おおむね実行
できたと考える教員の割
合

学校関係者評価委員会評価 さらに先生方の働き方改革を行い、先生方が働いていて楽しいと思える環境作りをして欲しい。

上記評価をうけた今後の改善策 さらに業務内容の見直し・精選を行う。

② 部活動運営において、時
間を意識した効率的な指
導を行う。

部活動顧問 ４月時点での計画を年間を通して実行す
ることを目指したい。

「部活動の運営において
適切な計画を立て実行し
ている」と回答した割合が
９１％
　　（１２月教員アンケー
ト）


